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白
居
易
「
諭
友
詩
」
の
本
文

後

藤

昭

雄

『
白
氏
文
集
』
巻
一
に
「
諭
友
詩
」（
52
）
と
い
う
詩
（
五
言
古
詩
）

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
天
野
山
金
剛
寺
（
大
阪
府
河
内
長
野

市
）
所
蔵
の
『
文
集
抄
』
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
本
文
に
は
他

の
諸
本
に
は
な
い
独
自
の
本
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
諭
友
詩
」
は
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る（
１
）。

昨
夜
霜
一
降　
　

昨
夜
霜
一
た
び
降
り

殺
君
庭
中
槐　
　

君
が
庭
中
の
槐
え
ん
じ
ゅを

殺か

ら
す

乾
葉
不
待
黄　
　

乾
葉
黄
ば
む
を
待
た
ず

索
索
飛
下
来　
　

索
索
と
し
て
飛
び
下
り
来
た
る

５　

憐
君
感
節
物　
　

憐
れ
む
君
が
節
物
に
感
じ

晨
起
歩
前
階　
　

晨あ
し
たに

起
き
て
前
階
を
歩
み

臨
風
踏
葉
立　
　

風
に
臨
み
葉
を
踏
み
て
立
ち

半
日
顔
色
低　
　

半
日
顔
色
低た

る
る
を

西
望
長
安
城　
　

西
の
か
た
長
安
城
を
望
む
に

10　

歌
鍾
十
二
街　
　

歌か
し
よ
う鍾

十
二
街

何
人
不
歓
楽　
　

何
人
か
歓
楽
せ
ざ
ら
ん

君
独
心
悠
哉　
　

君
独
り
心
悠
な
る
か
な

白
日
頭
上
走　
　

白
日
頭
上
に
走
り

朱
顔
鏡
中
頽　
　

朱
顔
鏡
中
に
頽く
ず

る

15　

平
生
青
雲
心　
　

平
生
青
雲
の
心

銷
化
成
死
灰　
　

銷し
よ
う
か化

し
て
死
灰
と
成
る

我
今
贈
一
言　
　

我
今
一
言
を
贈
る
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勝
飲
酒
千
杯　
　

飲
酒
千
杯
に
勝
ら
ん

其
言
雖
甚
鄙　
　

其
の
言
甚
だ
鄙
し
と
い
へ
ど
も

20　

可
破
悒
悒
懐　
　

悒ゆ
う

悒ゆ
う

た
る
懐
ひ
を
破
る
べ
し

朱
門
有
勲
貴　
　

朱
門
に
勲
貴
有
り

陋
巷
有
顔
回　
　

陋
巷
に
顔
回
有
り

窮
通
各
有
命　
　

窮
通
各
お
の
命
有
り

不
繫
才
不
才　
　

才
不
才
に
繫か

か
ら
ず

25　

推
此
自
豁
豁　
　

此
れ
を
推お

せ
ば
自
づ
か
ら
豁か
つ

豁か
つ

た
ら
ん

不
必
待
安
排　
　

必
ず
し
も
安
排
を
待
た
じ

注
１
著
の
「
解
題
」
に
、
本
詩
は
こ
の
前
に
置
か
れ
た
「
夏
旱
詩
」

に
続
い
て
元
和
九
年
（
八
一
四
）
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

と
す
れ
ば
、
白
居
易
は
母
の
喪
が
明
け
て
、
長
安
で
の
官
僚
生
活
に
戻

ろ
う
と
し
て
い
た
。

詩
は
三
段
に
分
か
れ
る
。
第
一
段
は
第
８
句
ま
で
で
あ
る
。
晩
秋
の

一
夜
の
霜
は
友
の
庭
の
槐
を
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
黄
ば
む
間
も
な
く

葉
は
サ
ワ
サ
ワ
と
散
っ
て
い
く
。
そ
の
中
に
俯
い
た
ま
ま
半
日
立
ち
尽

く
す
友
が
い
る
。
第
二
段
は
第
９
句
か
ら
16
句
ま
で
。
西
の
方
長
安
に

は
歓
楽
に
耽
る
人
々
の
群
。
君
の
み
は
憂
い
の
中
に
あ
る
。
時
の
過
ぎ

行
く
中
に
若
々
し
か
っ
た
顔
は
失
わ
れ
、
か
つ
て
の
青
雲
の
志
も
、
も

は
や
冷
え
切
っ
た
灰
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
第
13
句
以
下
の
４

句
は
、
詩
人
が
友
の
心
中
を
推
し
量
っ
て
代
弁
し
た
も
の
か
。
第
12
句

の
「
悠
哉
」
の
「
悠
」
は
憂
に
同
じ
。
第
17
句
以
下
の
第
三
段
は
友
へ

の
励
ま
し
で
あ
る
。
第
20
句
の
「
悒
悒
」
は
憂
憂
に
同
じ
。
第
21
・
22

句
の
対
句
か
ら
23
・
24
句
「
身
の
困
窮
と
栄
達
は
運
命
に
依
る
も
の
、

自
己
の
才
不
才
と
は
無
関
係
な
の
だ
」
が
導
か
れ
る
。
そ
し
て
結
び
で

あ
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
自
ず
か
ら
心
は
晴
れ
や
か
に
な
ろ
う
。
必
ず
し

も
世
の
移
ろ
い
を
気
に
か
け
る
こ
と
は
な
い
。
結
句
の
「
安
排
」
は
世

の
推
移
に
安
ら
か
に
従
う
こ
と
。

こ
の
詩
が
金
剛
寺
蔵
『
文
集
抄
』
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は

『
白
氏
文
集
』
か
ら
詩
文
を
抄
出
し
た
も
の
で
、
他
に
も
同
様
の
書
が

あ
り
、
選
抄
本
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
粘
葉
装
一
冊
（
四
七
丁
）
で
あ
る

が
、
内
題
に
「
上
上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
来
は
か
な
り
大
部
の
書

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
奥
書
が
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　

以
證
本
校
合
了

　

建
治
元
年
五
月
九
日
於
小
坂
亭
書
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
門
願
海
在
判

　

建
治
二
年
九
月
日　

於
白
川
之
遍
写
了

こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
願
海
な
る
僧
が

小
坂
に
お
い
て
書
写
し
た
本
に
拠
っ
て
、
翌
二
年
、
白
川
で
書
写
し
た

本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
史
料
に
尋
ね
る
と
、
願
海
は
醍
醐
寺
の
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法
系
に
属
し
、
鎌
倉
の
極
楽
寺
に
止
住
し
た
僧
侶
で
あ
り
、
小
坂
は
現

在
の
神
奈
川
県
逗
子
市
に
属
す
る
地
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

白
川
は
京
の
白
川
で
あ
ろ
う
。

本
書
に
は
賦
二
首
（
巻
二
一
よ
り
）、
詩
四
九
首
（
巻
一
―
九
首
、

巻
二
―
一
一
首
、
巻
五
―
二
〇
首
、
巻
六
―
九
首
）
が
採
録
さ
れ
て
い

る（
２
）。我

が
国
に
は
周
知
の
よ
う
に
『
白
氏
文
集
』
の
古
態
を
残
す
古
写
本

が
数
多
く
遺
存
し
て
い
る
が（
３
）、
そ
の
中
に
も
巻
一
は
残
っ
て
い
な
い
。

巻
一
の
詩
を
伝
え
る
も
の
は
、
前
述
の
選
抄
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
国

立
国
会
図
書
館
蔵
『
文
集
抄（
４
）』、『
白
氏
文
集
要
文
抄
』（
東
大
寺
図
書

館
蔵
）、『
管
見
抄
』（
国
立
国
会
図
書
館
内
閣
文
庫
及
び
京
都
智
積
院

蔵
）
の
三
書
が
あ
り
、
こ
の
『
文
集
抄
』
と
同
じ
よ
う
に
『
白
氏
文

集
』
か
ら
詩
文
を
抜
き
出
し
て
採
録
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
三
書
も

「
諭
友
詩
」
は
抄
出
し
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
金
剛
寺
本
『
文
集

抄
』
に
引
く
「
諭
友
詩
」
は
古
写
本
に
お
け
る
唯
一
の
本
文
な
の
で
あ

る
。そ

れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
影
印
で
あ
げ
る（
５
）。

こ
の
本
文
を
前
掲
の
新
釈
漢
文
大
系
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
傍
線

を
付
し
た
五
箇
所
に
異
同
が
あ
る
。
一
つ
ず
つ
見
て
い
こ
う
（
以
下
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『
文
集
抄
』
は
本
書
と
称
す
る
）。

ま
ず
第
７
句
の
「
蹋
」
―
「
踏
」
で
あ
る
。
蹋
は
本
書
の
独
自
異
文

で
あ
る
が
、
踏
の
本
字
で
あ
る
か
ら
、
同
一
本
文
と
な
る
。

第
10
句
の
「
鐘
」
―
「
鍾
」
は
別
字
で
あ
る
が
、
同
義
（
か
ね
）
で

あ
る
か
ら
、
問
題
に
は
な
ら
な
い
。

第
23
句
の
「
問
」
―
「
有
」。
別
字
で
あ
る
。
た
だ
し
、
刊
本
に
そ

れ
ぞ
れ
の
本
文
が
あ
り
、
中
国
の
『
白
氏
文
集
』
注
釈
書
で
校
合
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
は
「
問
命
」
に
作
る
が
、
校
注
に
次
の
よ
う

に
い
う
。「「
問
」、
馬
本
、
汪
本
倶
作
有
。
拠
宋
本
、
那
波
本
、
盧
校

改
」。
す
な
わ
ち
、
こ
の
書
の
底
本
で
あ
る
馬
元
調
本
及
び
汪
立
名
本

は
「
有
命
」
で
あ
る
が
、
宋
紹
興
刊
本
以
下
の
三
本
に
拠
っ
て
「
問

命
」
に
改
め
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
両
字
は
す
で
に
既
知
の
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
こ
で
は
問
題
と
し
な
い
。
検
討
し
た
い
の
は
本
書
の
独
自

本
文
二
例
で
あ
る
。

第
８
句
、
本
書
の
「
不
開
」
に
対
し
て
大
系
本
は
「
色
低
」
に
作
る

が
、
こ
こ
は
既
知
の
諸
本
の
間
で
も
異
同
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
見
て

お
こ
う
。
中
国
に
お
け
る
最
も
新
し
い
注
釈
書
、
謝
思
煒
『
白
居
易
集

校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
は
宋
紹
興
刊
本
を
底
本
と
し
て

「
色
低
」
で
あ
る
が
、
そ
の
校
注
に
、
那
波
本
、
馬
元
調
本
、『
唐
音
統

籖
』、
汪
立
名
本
は
「
低
」
を
「
哀
」
に
作
る
と
記
し
て
い
る
。
刊
本

の
間
で
「
低
」
と
「
哀
」
の
違
い
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
顔
色
低

る
」
か
「
顔
色
哀
し
」
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
書

の
本
文
は
「
顔
不
開
（
顔
開
け
ず
）」
で
あ
る
。
刊
本
の
「
顔
色
＋
低

（
哀
）」
の
「
顔
色
」
と
い
う
熟
語
が
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

「
開
」
は
「
槐
・
頽
・
灰
」
な
ど
と
同
じ
上
平
声
の
灰
韻
。

大
系
本
の
語
釈
に
は
「
顔
色
低
」
と
い
う
措
辞
は
白
居
易
の
他
の
詩

に
も
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
白
氏
文
集
』
巻
二
「
秦
中

吟
」
の
四
「
友
を
傷
む
」（
78
）
の

陋
巷
飢
寒
士　
　

陋
巷
飢
寒
の
士

出
門
甚
栖
栖　
　

門
を
出
で
て
甚
だ
栖
栖
た
り

雖
云
志
気
在　
　

志
気
在
り
と
云
ふ
と
い
へ
ど
も

豈
免
顔
色
低　
　

あ
に
顔
色
低
る
る
を
免
れ
ん
や

ま
た
巻
三
「
新
楽
府
」
の
「
馴
じ
ゅ
ん

犀さ
い

」（
140
）
の

馴
犀
死　

蛮
児
啼　
　

馴
犀
死
し
て　

蛮
児
啼
く

向
闕
再
拝
顔
色
低　
　

闕け
つ

に
向
か
ひ
て
再
拝
し
顔
色
低
る

で
あ
る
。
一
方
、「
顔
不
開
」
は
白
居
易
詩
に
は
な
い
が
、
他
の
詩
人

は
用
い
て
い
る
。

梁
の
呉
均
「
行
路
難
」
二
首
（『
玉
台
新
詠
』
巻
九
）
の
そ
の
一
に
、

班
姫
失
寵
顔
不
開　
　

班
姫
寵
を
失
ひ
て
顔
開
け
ず
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奉
帚
供
養
長
信
台　
　

帚ほ
う
きを

奉
じ
て
供
養
す
長
信
台

と
あ
る
。「
班
姫
」
は
班
婕し
よ

妤う
よ

で
あ
る
。
漢
の
成
帝
に
仕
え
寵
愛
を
受

け
た
が
、
の
ち
趙
飛
燕
姉
妹
に
寵
を
奪
わ
れ
、
帝
の
母
后
の
住
む
長
信

宮
で
仕
え
た
。
ま
た
、
白
居
易
の
詩
友
で
あ
る
元
稹
の
「
琵
琶
歌
」

（『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
六
）
に
、

去
年
御
史
留
東
台　
　

去
年
御
史
と
し
て
東
台
に
留
ま
り

公
私
蹙
促
顔
不
開　
　

公
私
蹙し
ゅ
く

促そ
く

し
て
顔
開
け
ず

と
あ
る
。
周
相
録
『
元
稹
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一

年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
の
作
で
、
時
に
詩
人

は
左
遷
さ
れ
て
江
陵
（
湖
北
省
）
に
あ
っ
た
。「
東
台
」
は
東
都
洛
陽

の
御
史
台
、「
蹙
促
」
は
ち
ぢ
こ
ま
る
こ
と
を
い
う
。
か
く
て
「
顔
不

開
」
も
考
え
ら
れ
る
本
文
で
あ
る
。

こ
の
例
は
、
句
の
意
味
は
「
顔
色
低
る
」
は
、
顔
を
う
つ
む
け
た
ま

ま
で
あ
る
、「
顔
開
か
ず
」
は
、
顔
は
憂
い
に
沈
ん
で
い
る
、
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
写
本
の
本
文
に
拠
る
こ
と
の
意
義
は
さ
し
た
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
次
の
例
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

第
21
句
、「
董
賢
」
―
「
勲
貴
」
の
異
同
で
あ
る
。
こ
こ
も
既
知
の

諸
本
間
で
異
同
が
あ
っ
た
。
前
述
の
『
白
居
易
集
校
注
』
の
本
文
は

「
勲
賢
」
で
あ
る
が
、
校
注
に
馬
元
調
本
、『
唐
音
統
籖
』、
汪
立
名
本

は
「
勲
貴
」
に
作
る
こ
と
を
注
し
て
い
る
。
一
方
『
白
居
易
集
箋
校
』

は
、
本
文
は
「
勲
貴
」
で
あ
る
が
、
校
注
に
那
波
本
は
「
勲
賢
」
に
作

る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
勲
賢
」
―
「
勲
貴
」
の
異
同
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
共
に
普
通
名
詞
（
功
績
あ
る
賢
人
、
ま
た
功
績
あ
る
貴
人
）
で
あ

る
。こ

れ
に
対
し
て
本
書
の
「
董
賢
」
は
固
有
名
詞
、
人
名
で
あ
る
。
そ

の
名
は
『
漢
書
』
に
現
れ
る
。
巻
九
三
、
佞
幸
伝
に
伝
が
立
て
ら
れ
て

い
る
。
佞
幸
伝
に
入
る
と
い
う
こ
と
が
す
で
に
彼
が
い
か
な
る
人
物
で

あ
る
か
を
推
測
さ
せ
る
。
董
賢
は
生
得
の
美
貌
の
持
ち
主
で
、
そ
れ
が

哀
帝
の
目
に
止
ま
り
寵
愛
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
常
に
帝
と
起

臥
を
共
に
し
て
い
た
が
、
一
緒
に
昼
寝
を
し
た
時
、
片
寄
っ
て
帝
の
衣

装
の
袖
を
体
の
下
に
敷
い
て
し
ま
っ
た
。
先
に
目
が
覚
め
た
帝
は
起
き

上
が
ろ
う
と
し
て
袖
が
抜
け
な
い
の
に
気
づ
い
た
が
、
彼
を
起
こ
し
て

し
ま
う
の
を
憚
っ
て
我
が
袖
を
断
ち
切
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
あ
る
。
寵
愛
は
一
族
へ
も
及
ん
だ
。
そ
の
う
ち
、
妻
の
父
に
つ

い
て
の
次
の
記
述
は
本
詩
の
理
解
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

又
以
賢
妻
父
為
将
作
大
匠
、
弟
為
執
金
吾
。
詔
将
作
大
匠
為
賢
起

大
第
北
闕
下
、
重
殿
洞
門
、
土
木
之
功
、
窮
極
技
巧
、
柱
檻
衣
以

綈
錦
。（
ま
た
賢
の
妻
の
父
を
以
て
将
作
大
匠
と
為
し
、
弟
を
執

金
吾
と
為
す
。
詔
し
て
将
作
大
匠
に
賢
の
為
に
大
第
を
北
闕
の
下

に
起
こ
さ
し
め
、
重
殿
洞
門
、
土
木
の
功
、
技
巧
を
窮き

極わ

め
、
柱
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檻
衣お
お

ふ
に
綈て
い

錦き
ん

を
以
て
す
。）

「
大
第
」
は
大
邸
宅
、「
綈
」
は
厚
地
の
絹
。

こ
の
「
董
賢
」
の
本
文
に
依
れ
ば
ど
う
な
る
か
。「
朱
門
に
董
賢
有

り
」
は
次
の
「
陋
巷
に
顔
回
有
り
」
と
意
味
の
上
で
対
句
を
な
し
て
い

る
。
後
句
は
周
知
の
『
論
語
』
雍
也
の
「
賢
な
る
か
な
回
や
、
一
簞た
ん

の

食し

、
一
瓢
の
飲
、
陋
巷
に
在
り
。
人
は
其
の
憂
へ
に
堪
へ
ず
、
回
や
其

の
楽
し
み
を
改
め
ず
。
賢
な
る
か
な
回
や
」
を
踏
ま
え
る
。
孔
子
は
弟

子
の
顔
回
の
生
き
方
を
こ
の
よ
う
に
褒
め
た
。「
董
賢
」
の
本
文
は
同

じ
人
名
と
し
て
「
顔
回
」
と
よ
く
対
偶
を
な
す
。「
朱
門
」
は
朱
塗
り

の
大
き
な
門
。
権
貴
富
裕
の
象
徴
で
あ
る
。
前
引
の
董
賢
伝
に
い
う

「
大
第
」
に
対
応
す
る
。
す
な
わ
ち
「
董
賢
」
の
本
文
は
「
朱
門
」
と

ぴ
た
り
と
照
応
す
る
の
で
あ
る
。

天
野
山
金
剛
寺
蔵
『
文
集
抄
』
は
白
居
易
の
「
諭
友
詩
」（『
白
氏
文

集
』
巻
一
）
を
遺
存
す
る
唯
一
の
古
写
本
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
旧
鈔
本

の
本
文
は
本
書
に
の
み
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
現
行
の
テ

キ
ス
ト
と
対
校
し
て
み
る
と
、
二
箇
所
に
独
自
異
文
が
あ
る
が
、
と
り

わ
け
第
21
句
「
朱
門
に
董
賢
有
り
」
の
「
董
賢
」
の
本
文
は
注
目
さ
れ

る
。
現
行
の
テ
キ
ス
ト
の
本
文
は
「
勲
貴
」
あ
る
い
は
「
勲
賢
」
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
一
般
の
熟
語
に
対
し
て
「
董
賢
」
は
人
名
で
あ
る
。
そ

う
し
て
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
句
と
の
対
偶
は
よ
り
的
確
な
も

の
と
な
る
。
現
行
本
の
「
朱
門
有
勲
貴
（
勲
賢
）」
―
「
陋
巷
有
顔

回
」
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
一
聯
が
対
句
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

作
者
が
こ
こ
を
対
句
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
董

賢
」
―
「
顔
回
」
と
い
う
人
名
を
対
語
に
置
い
た
完
整
の
対
句
こ
そ
が

本
来
の
姿
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（１
）�	

最
も
新
し
い
注
釈
と
し
て
新
釈
漢
文
大
系
、
岡
村
繁
著
『
白
氏

文
集
』
一
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
に
拠
る
。
当
該
詩
は
静
永

健
執
筆
。

（
２
）�	

『
文
集
抄
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
金
剛
寺
蔵
『
文
集
抄
』」

（『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
３
）�	

注
１
著
の
岡
村
繁
「『
白
氏
文
集
』
解
題
」
の
「
五
、『
白
氏
文

集
』
の
旧
鈔
本
」
に
そ
の
一
覧
が
あ
る
。

（
４
）�	

本
書
は
金
剛
寺
本
と
同
名
で
あ
る
が
異
書
で
あ
る
。
太
田
次
男

『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』
中
（
勉
誠
社
、

一
九
九
七
年
）
第
三
章
一
⑶
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
文
集
抄
』
︱

附
『
文
集
抄
』
翻
印
」
に
詳
し
い
。

（
５
）�	

『
天
野
山
金
剛
寺
善
本
叢
刊
』
第
一
巻
「
漢
学
」（
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
七
年
）
に
所
収
。�

�

（
ご
と
う
・
あ
き
お　

成
城
大
学
元
教
授
）


